
 
 

改善報告書の検討結果を受けて 
 
 

東京女子大学では、2016 年度に（公財）大学基準協会の「大学評価（認証評価）」を受

け、大学基準に適合しているとの認定を受けました。大学基準協会からは、一定のご評

価を得たものの、努力課題とされた事項がありました。これを受け本学では、ご指摘を

受けた事項について、自己点検・評価委員会を中心に、当該委員会・部署等と連携し改

善に取り組んでまいりました。 
2020 年 8 月に、本報告書を大学基準協会に提出し、2021 年 3 月に同協会より「『改善

報告書』の検討結果について」を受領いたしました。この中では、本学が 3 項目につい

て「『自己点検・評価委員会』を中心に検討を行い、各学部・研究科において改善活動に

取り組んでおり、改善の認められる項目が確認できる」との評価をいただきました。「引

き続き改善が望まれる」とのご指摘を受けた項目につきましては、本学としてさらなる

改善に向け、真摯に取り組んでまいります。 
2023 年度には第 3 期認証評価を控えております。学部・大学院ともにさらなる教育の

質の向上とより良い教育環境を目指し、学内一体となって内部質保証を推進してまいり

ます。 
 
 
                         2021 年 3 月 

東京女子大学  
自己点検・評価委員長 大山淑之 
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改善報告書 

 

大学名称 東京女子大学         （評価申請年度 2016 年度   ） 

 

１．努力課題について 

 

№ 種  別 内  容 

1 基準項目 ４．教育内容・方法・成果 

（１）教育目標、学位授与方針、教育課程の編成・

実施方針 

指摘事項 人間科学研究科、理学研究科において、教育内容・

方法等に関する基本的な考え方を示した教育課

程の編成・実施方針が定められていないので、改

善が望まれる。 

評価当時の状況 「教育課程の編成・実施方針」について、人間科

学研究科、理学研究科ともに、具体的な科目名の

記載や履修方法の説明にとどまり、教育内容・方

法等に関する基本的な考え方を示した方針が定

められていないという指摘を受けた。 

評価後の改善状況 認証評価結果を受け、2017 年 4 月に自己点検・評

価委員会より大学院委員会に改善に向けての検

討を依頼した（1-1-1, 1-1-2）。 

大学院委員会（1-1-3）では、大学院教務委員会

（1-1-4）とともにカリキュラム・ポリシーを再

検討することとした（1-1-5, 1-1-6）。カリキュ

ラム・ポリシー（教育課程の編成方針）改正に向

けて、2017 年 7 月には大学院委員会の下にワー

キンググループを設置した。2017 年度の大学院

教務委員会（1-1-7, 1-1-8）の審議を経て、2017

年度第 8 回大学院合同研究科会議（1-1-9）およ

び 2017 年度第 11 回大学院合同研究科博士後期

課程会議（1-1-10）で新しいカリキュラム・ポリ

シーを策定し、2017 年度第 11 回大学評議会にお

いて決定した（1-1-11）。 

改正後のカリキュラム・ポリシーにおいては、「教

養を備えた高度な専門的職業人の育成」という基
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本方針を明示した。内容は、「教育課程の編成」、

「教育内容・方法」、「学修成果の評価」の 3区分

に分類した。教育内容・方法については、学生に

対し複数の教員で指導を行い、論文指導に関する

計画について、学生と教員および教員間で共有す

ることを明示するなど、わかりやすく改めてい

る。 

改正内容については、予め自己点検・評価委員会

に報告し、内部質保証の観点から適切な改善であ

ることを確認している（1-1-12）。 

また、改正後には理事会、評議員会に報告し、本

部ニュースにより学内に周知を行った（1-1-13）。 

学生に対しては、改正後に大学院履修便覧（1-1-

14）及び大学公式サイト（1-1-15）に掲載し、明

示している。 

以上のとおり、両研究科において適切に改善が図

られた。 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

1-1-1 大学院関係の委員会組織体制と決定プロセス 

1-1-2 自己点検・評価委員会 依頼文書（大学院委員会宛） 

1-1-3 大学院委員会規程 

1-1-4 大学院教務委員会規程 

1-1-5 2017 年度第 1回大学院教務委員会記録抄本（2017.5.24） 

1-1-6 2017 年度第 1回大学院委員会記録抄本（2017.6.7） 

1-1-7 2017 年度第 2回大学院入試委員会・第 4回大学院教務委員会記録抄本

（2017.11.1） 

1-1-8 2017 年度第 3回大学院入試委員会・第 5回大学院教務委員会記録抄本

（2017.12.6） 

1-1-9 2017 年度第 8回大学院合同研究科会議記録抄本（2017.11.15） 

1-1-10 2017 年度第 11 回大学院合同研究科博士後期課程会議記録抄本

（2018.1.24） 

1-1-11 2017 年度第 11回大学評議会記録抄本（2018.3.2） 

1-1-12 2017 年度第 4回自己点検・評価委員会議事録抄本 

1-1-13 東京女子大学大学院カリキュラム・ポリシー改正（本部ニュース第 369

号別紙 17） 

1-1-14 2020 年度『大学院履修便覧』 

1-1-15 大学公式サイト 東京女子大学大学院カリキュラム・ポリシー 
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人間科学研究科博士前期課程 

http://www.twcu.ac.jp/univ/academics/grad-hs/master/edu-policy/ 

理学研究科博士前期課程 

http://www.twcu.ac.jp/univ/academics/grad-s/master/edu-policy/ 

人間科学研究科博士後期課程 

http://www.twcu.ac.jp/univ/academics/grad-hs/doctoral/edu-policy/ 

理学研究科博士後期課程 

http://www.twcu.ac.jp/univ/academics/grad-s/doctoral/edu-policy/ 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

 

 

 

改善状況に対する評定   １   ２   ３   ４   ５ 

 

  



 

 

4 

 

№ 種  別 内  容 

2 基準項目 ５．学生の受け入れ 

指摘事項 現代教養学部数理科学科において、過去５年間の

入学定員に対する入学者数比率の平均が 1.25 と

高いので、改善が望まれる。 

評価当時の状況 数理科学科において、過去５年間の入学定員に対

する入学者数比率の平均が 1.25 と高かった。 

評価後の改善状況 認証評価結果を受け、2017 年 4 月に自己点検・評

価委員会より入試委員会（1-2-1）に改善に向け

ての検討を依頼した（1-2-2）。 

現代教養学部数理科学科に対する指摘事項は合

否判定に深く関わる内容であり、機密情報を取り

扱う特性から、委員長を学長とする入試委員会の

もとで改善策を遂行し、結果を自己点検・評価委

員会に報告することとした。 

入試委員会では、認証評価後初めて実施した2018

年度入学試験において、合否判定やその検討方法

について改善を行い、その結果について自己点

検・評価委員会に報告を行った。（1-2-3） 

その結果、2018 年度入試における数理科学科の

入学定員に対する入学者数比率は 1.23 となり、

数値が改善し、「定員超過の場合の提言指針」に

おいて努力課題とされる基準値 1.25 を下回っ

た。 

この他に、入試委員会では、学部全体としてより

適切に定員管理を行うため、以下の改善策を実施

した。 

2018 年度入試以降は、入試判定原案を作成する

にあたり、参考となる資料について入試調査統計

委員長による説明を行ったうえで、質疑応答の時

間を設けている。さらに、入学定員を適正に管理

するため、2018 年 12 月には、入試委員のうち入

試判定に関わる委員を対象として、入試判定に関

わる FD を実施した。その中で、事前に設定した

入学者数の目標値の確認を行った。（1-2-4, 1-2-

5） 

2020 年度入試に向けては、模試データ分析シス
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テムを導入した。また、2020 年 1月に前年と同様

に入学者数の目標値を確認した。（1-2-6） 

その結果、数理科学科における入学定員に対する

入学者数比率は、2019 年度までの過去 5 年間の

平均では 1.21、2020 年度までの過去 5 年間の平

均では 1.16 と認証評価当時から改善されている

（1-2-7 表３）。 

入試結果は教授会において報告を行い、状況が改

善されたことは学内で共有している（1-2-8）。 

以上のとおり、数理科学科の学生受け入れについ

ては適切に改善が図られた。 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

1-2-1 入試委員会規程 

1-2-2  自己点検・評価委員会 依頼文書（入試委員会宛） 

1-2-3 2018 年度第 1回自己点検・評価委員会資料抜粋（2018.6.29） 

1-2-4 2018 年度第 8回入試委員会記録連絡事項（2018.12.5） 

1-2-5 2019 年度入試判定に関する勉強会概要 

1-2-6 2019 年度第 11 回入試委員会 2020 年度入学者目標数について

（2020.1.22） 

1-2-7 大学基礎データ表３・表４（2020 年 5 月 1 日） 

1-2-8 2020 年度第 1回教授会記録抜粋（2020.4.6） 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  

 

 

 

改善状況に対する評定   １   ２   ３   ４   ５ 

 

  



 

 

6 

 

№ 種  別 内  容 

3 基準項目 ５．学生の受け入れ 

指摘事項 理学研究科において、収容定員に対する在籍学生数

比率が博士前期課程で 0.42、博士後期課程で 0.11

と低いので、改善が望まれる。 

評価当時の状況 理学研究科博士前期課程では、2015 年度の入学

者数が例年より減少し、2015 年度の認証評価時

に在籍学生数比率が 0.42 にとどまった。 

理学研究科博士後期課程は在籍学生数比率が

0.11 であった。 

評価後の改善状況 認証評価結果を受け、2017 年 4 月に自己点検・評

価委員会より大学院入試委員会（1-3-1）に改善

に向けての検討を依頼した（1-1-1, 1-3-3）。 

大学院入試委員会では、大学院教務委員会（1-3-

4）とともに改善策を検討し、大学院合同研究科

会議での協議を経て、以下の通り改善を行った。

また、改善の進捗状況については、定期的に自己

点検・評価委員会に報告を行っている。 

2017 年度には、大学院合同研究科会議議長のも

とに設置したワーキング・グループにおいて、博

士前期課程および博士後期課程のアドミッショ

ン・ポリシーの再検証を行った。（1-1-12, 1-3-

6） 

2018 年度には大学院入試委員会において、新し

いアドミッション・ポリシーを策定し(1-3-7)、

大学院合同研究科会議の審議を経て（1-3-8）、

2019 年度第 2 回大学評議会において決定し（1-

3-9）、教育目的に沿って求める学生像を具体的に

示すこととした。改正後は理事会、評議員会に報

告し、本部ニュースにより学内周知を行っている

（1-3-10）。 

また、博士前期課程では広報を課題として挙げ、

大学院入試委員会で検討を重ねた。2019 年度に

は、従来の大学院入試説明会に加え、学外者を対

象とした大学院入試説明会やパネルディスカッ

ションを企画した。（1-3-11） 

上記のとおり、組織的に改善策を実行し、理学研
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究科における博士前期課程の在籍学生数比率は、

2017 年から 2019 年度までで 0.50、0.67、0.58 と

改善しつつあったが、2020 年度入試で 0.25 とな

った。また、博士後期課程の在籍学生数比率は、

2017 年度以降 0.11 にとどまっている。いずれも

「定員未充足の場合の提言指針」にある修士課程

0.5、博士課程 0.33 を満たすことはできず、改善

には至らなかった（1-2-7 表４）。 

本学では、2018 年度に教育課程改正を行い、現代

教養学部数理科学科でも 2020 年度より３年次後

期にゼミナール形式の「３年次演習」を開始して

いる（1-3-13）。就職活動開始よりも早い時期に

専門の学びを深めることで、学部学生に大学院と

の接続を意識させ、進路の選択肢として大学院進

学への関心を高めることができるものと見込ん

でおり、大学院担当教員も積極的な情報提供に努

めている。 

理学研究科会議でも、学部からの進学者を拡充し

ていくため、推薦入試の定員目安（現在は募集人

員の 1/2 を上限としている）について再検討にあ

たっている。また、研究科の中に数学以外の研究

分野も備えていることを対外的に示すため、専攻

名称の変更についても検討し、将来計画推進委員

会でも全学的な観点から検討を行ったところで

ある。（1-3-14） 

また、大学院入試委員会においても、引き続き広

報強化に努め、アドミッション・ポリシー改正の

効果を検証していく。 

改善状況を示す具体的な根拠・データ等 

1-3-1 大学院入試委員会規程 

1-3-3 自己点検・評価委員会 依頼文書（大学院入試委員会宛） 

1-3-4 大学院教務委員会規程 

1-3-6 大学院入試委員会「認証評価結果に係る改善状況」2017 年度末中間報   

    告 

1-3-7 2018 年度第 4回大学院入試委員会記録（2019.2.27） 

1-3-8 2018 年度第 11回大学院合同研究科会議記録（2019.2.28） 

1-3-9 2019 年度第 2回大学評議会記録抄本 
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1-3-10 東京女子大学大学院アドミッション・ポリシー改正（本部ニュース第

382 号別紙 9） 

1-3-11 「大学院入試説明会ポスター」 

1-3-13 シラバス「３年次演習（数学）」（一例） 

1-3-14 2020 年度第 1回将来計画推進委員会記録抄本 

＜大学基準協会使用欄＞ 

検討所見  
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